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 要  旨  
<Introduction> 
 循環系に最も多く存在するタンパク質であるアルブミンは数多くの研究がなさ
れてきた。この血清アルブミンは難溶性の物質（薬、色素、金属、脂肪酸など）
を結合させることで運搬する機能を持っている。我々の研究室ではウシ血清アル
ブミン(BSA)とヒト血清アルブミン(HSA)に注目し研究を行ってきた。これら二つ
のアルブミンは一次構造において76％の相同性がある。しかし様々な色素との複
合体を調べた結果、一部の色素においてICDスペクトルが逆になる事を発見した。
これらの相互作用を解明するために色素複合体結晶の作成を試み、X線構造解析
を目指した。また、HSAの立体構造は高分解能で解析されているが、BSAにおい
ては構造解析の報告がないためBSA自体そのものの立体構造を解明することも試
みた。  
<Results> 
結晶化方法  
ハンギングドロップ蒸気拡散法、シーディング法等  
結晶作成  
○BSA [沈殿剤にPEG400と硫酸アンモニウム(硫安)を使用] 
・PEG400が10→38%の時結晶化に有利に働くことを発見した。  
・硫安を52%にした時、BSAと思われる単結晶が析出した(図1)。 
○HSA [沈殿剤にPEG400のみを使用] 
・マクロシーディング法でHSA濃度を約
50mg/ml、PEG400を24→28%と変化させた
時、回折能は低いが大きさのある単結晶
を得ることができた。  
・ハンギングドロップ蒸気拡散法では
濃度が55mg/mlの時、十分な大きさの単結
晶を得ることができ、X線回折実験により
4Å分解能までの回折点を示した(図2)。回
折斑点の指数付けによりおそらく正方晶
系でa=b=187.45Å,c=80.80Åであることが
わかった。これは既に報告例のある結晶
形のひとつと大変よく一致している。  
BSA,HSA共に色素との複合体結晶は得
ることができなかった。  
 硫安で作成した結晶のキャラクタリゼ
ーションは今後の課題である。  
 
図2：HSA結晶のX線回折
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